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会いましょう。
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t o  t h e  n e x t  c e n t u r y

2 0 2 5 年 2月 1日、中特グループは創業 6 0周年を迎えました。

しかし、私たちはこれを「通過点」だと捉えています。

目指すのは10 0年先、そのもっと先でも地域のお役に立てる存在。

これからもまちと未来をキレイにする仕事を続けていきます。
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1979
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〈中国特殊株式会社〉〈株式会社藤井興業〉　
水まわりで、地域まわり。
〈株式会社吉本興業〉　
スマイルアップ、クリーンアップ。
〈株式会社リライフ〉　
捨てられたモノに、いのちを。
〈株式会社ポータルハートサービス〉　
思い出も整理する。

1.私たちは、私たちを取り巻く
全ての人々に誠実に接します

2.私たちは、時代の風向きに敏感に反応し、
いかなる時代が来ようとも存続します

3.私たちは、共に地球に暮らす一員として、
社会のために役立つ存在となります

中特グループスローガン 企業理念

グループ各社スローガン

まちと未来を
キレイにする仕事。

私たちは生活環境革命で
人々を幸せにします

使命

基本姿勢

行動指針

目指す
ポジション
No.1

1.明るく元気に
2.迅速丁寧
3.目配り気配り思いやり
4.ピンチはチャンスのプラス思考

●社員の幸せ No.1
●お客様の満足 No.1
●社会に貢献 No.1
●未来の創造 No.1

2025

2022

これまでも、これからも。
未来に向けて進化は続く。

2019

1998

1998



2011

1966
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I SO26000  7つの中核課題 橋本さんと語る「ライフ・イン・ワーク」座談会

TOPICS2025「中特グループ創業60周年感謝祭」

TOPICS2025「ACTA+企業コラボレーション」
「福利厚生の充実度アップ」「現場アップデート」

数字で見る中特グループ 

環境のために　環境

地域社会とともに
  コミュニティへの参画およびコミュニティの発展

お客様とともに　消費者課題 ・ 公正な事業慣行

社員とともに　労働慣行・人権

事故災害ゼロをめざして　労働慣行 ・ 人権

第三者意見

公正な事業と組織運営のために
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組織統治・公正な事業慣行

組織統治
中特グループ

コミュニティ
への参画および
コミュニティの

発展

人権

労働慣行

環境公正な
事業慣行

消費者
課題

編集方針 中特グループのCSR/CSVの取り組み、事業、その他の活動をステークホルダーの皆様へご報告する様に編集しています。ホームページ等でも開示していますのであわせてご覧ください。
作成にあたっては環境報告ガイドライン、ISO26000、及び国連持続可能な開発目標(SDGs)を参考にしました。   対象期間:2024年10月～2025年9月(一部対象期間外)



Q1. 橋本：わぁー！皆さん、ありがとうご
ざいます。あくまで平均値なので、こ
れより高い人もいれば低い人もいると
思います。ただ、「今どきの若い人は
～」というようなニュースや世間の情
報に影響されて、実際よりも低く予想
してしまったのかもしれませんね。

濱津：僕は30%くらいかなと思ってい
ました。子どもがいる方は育児のことを
考えたりするんじゃないでしょうか。

バム：私は仕事に関わらないプライベー
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はじめに
橋本：今回は、「将来を自分ごととし
て想像できる人」をテーマに、35歳以
下の若手の皆さんにお集まりいただき
ました。サステナビリティやSDGsの考
え方が社会に浸透する中で、私たち廃
棄物処理業を営む企業は、発展を目指
す以前に“今の仕事を持続させること”
自体が容易ではないと感じています。
そうした状況の中で、今期のスローガ
ンを「選択と集中」と掲げました。今
日は、若手の皆さんの考えを伺いなが
ら、未来を見据えて私たちが何を選
び、どこに力を注ぐべきか、そのヒン
トを得る機会にしたいと思います。
どうぞ率直なご意見を聞かせくださ
い。

林：対談前に全若手社員にアンケート
を取りました。橋本さんには結果を予
想していただきながらお話を進めてい
きます。

Yo

uT
ube

動画をよく見る

海外の
屋台の

クラ
ゲに刺された

海
や

川に
今年も3～4回行っ

て

ハマ
っていることを聞いて

若手たちが最近

早

くも
ギャップを感じている

ブリ
が24匹釣れた

釣り
が好き。収録前日

は

「僕
のヒ
ーローアカデミア」

橋本さんと語る「ライフ・イン・ワーク」

7月
は 3回観戦へ

カープ
ファンに野球

観戦にハマって

中国特殊 eクリーン

伊東 明紀
中特HD 営業企画推進部

高尾 璃七
中国特殊 eクリーン

濱津 来偉
中特グループ CEO

橋本 ふくみ
中特HD 未来創造部

タムカンマー スピッチャー

脳内を占める「仕事」は
何パーセント？

林：まず、「仕事のことを普段脳内で
どれくらい考えているか」割合をたず
ねました。橋本さんの予想はいかがで
すか？

橋本：30%くらいはあるんじゃないで
しょうか！

林：それでは実際の結果を見てみま
しょう。こちらです！

～Think of Next 100スペシャルトーク～

（通称：バム）
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よく
外出するように

コロ
ナ禍以降はExcel

関数をYouTube

ショ
ート動

画で勉強している

ダヒ
ョンが最推しTw

iceに
ハマっている

視聴中「僕
のヒ
ーローアカデミア」

「ライフ・イン・ワーク」座談会
「

ミ
ルキ
ーサブウェイ」が

ショ
ートアニメ

楽しみ

中特HD 総務管理部

村田 百合子
中国特殊 HOSマネジメント

村川 玄樹
中特HD 未来創造部

林 美咲
吉本興業 スマイルグループ

高木 真
リライフ 再資源化グループ　

藤本 翔二

トだけではなく、仕事に関わるプライ
ベートがあると思います。例えば、ス
キルアップや自身のキャリアのために
資格の勉強をするとか。橋本さんの
30%の予想は当たりだと思います。
30%仕事、30％プライベート、残り
40%はどちらも混じっているのではな
いでしょうか。

林：仕事以外では趣味、家族、スポー
ツ、食べ物、資格の勉強などが挙がり
ました。

「仕事」で重視している
要素は？

林：続いて、仕事で重視していること
は何ですか？という質問を投げかけて
みました。さまざまな選択肢があった
のですが、橋本さんの予想トップ3はい
かがですか？

橋本：１番に人間関係を選びました。
採用面接の際、人間関係を重視してい

るとおっしゃる方が多いと感じている
からです。２番がやりがいで、1日の3
分の1は仕事の時間になるので働く時間
にやりがいを持てることは大切だと思
います。3番がワークライフバランス
で、国を挙げて推奨されており中特グ
ループでも充実させることを目標とし
て掲げているからです。

林：若手の結果がこちらです！

橋本：今期、人事制度を新たにしてスキ
ルマップの活用を重点施策に組み込みま
したので、スキルアップが3位に入って
いるのは歓迎すべきことですね。

林：皆さん、人間関係がいい・悪いと
いうのはどこで判断されていますか？

高尾：上長との話しやすさです。

藤本：私は、上長もそうですが同僚と
の人間関係も大事だと思います。何か
頼みごとがあった時にお願いしやすい

ようにしたいと思っています。

伊東：中国特殊は年齢層が広いです
が、若手とベテランでも年齢差を感じ
ずに話ができるので人間関係がいいな
と感じます。

濱津：同じです。他部署の社員同士でも
仲がいいところが魅力だと思います。

村川：私は人間関係をあまり重視して
おらず、ワークライフバランスが一番
大切です。仕事とプライベートを分け
るのが今の風潮だと思い、意識してい
ます。

to the next age

Q2. 



07

高尾：業務に必須ではない資格取得に対
する支援が増えたらいいなと思います。

村田：業務の必須資格は会社が全額負
担で、それ以外は一部負担ですね。

バム：IT企業では、スキルアップのた
めに、業務に直接関係ない資格でも補
助が出る制度があると聞いたことがあ
ります。

高尾：資格取得に関する全額負担が増
えればいいなと思います。

橋本：今期は「スキルマップの活用」
を重点施策としています。
社員一人ひとりが自分の得意分野やこれ
から伸ばしたいスキルを整理し、成長の
方向性を共有できるようにしたいと考え
ています。もし、会社が求めているスキ
ルと、皆さんが「現場や実務ではこれが
必要」と感じているスキルとの間に
ギャップがあるようなら、ぜひ教えてく
ださい。そうした声をもとに、仕組みそ
のものをより実情に合ったものへと改善
していきたいと思います。

林：他には「社員研修旅行を実施して
いるところ」「ダチョウを飼育してい
るところ」「転勤がない」などの魅力
が挙がりました。

村田：社員研修旅行があるのは嬉しい
ですね。

橋本：昭和の時代は、多くの会社で社
員研修旅行があったんですよ。でも、

橋本：上司に対して「話しやすいな」
とか「ちょっと話しにくいな」と感じ
ることって、きっと誰にでもあります
よね。でも実は、その逆もあって、上
司のほうも部下に対して「この人は話
しかけやすいな」「少し距離を感じる
な」と思うことがあるんです。人間関
係って、正解があるものではありませ
ん。だからこそ、お互いが気持ちよく
働けるようにするためには、相手の出
方を待つのではなく、自分から歩み寄
る姿勢が大切だと思います。

中特の魅力だと
感じるところは？

林：若手が中特グループの魅力だと思
うところはどこでしょうか？

橋本：１位は「人間関係がいい」、２
位は「風土や雰囲気がいい」、３位は
「休みがとりやすい」という予想にし
ました。

林：結果はこちら！Q.2の「仕事で重視
すること」と合致していますね。

バム：部下や同僚とのいい関係性は仕
事の効率化にも繋がっているのではな
いかと思います。気が合うとさまざま
なことがスムーズに進むし働きやすい
と感じます。

橋本：「残業が少ない」「休みがとり
やすい」といった声があったのは、こ
れまで会社としてそういう職場環境を
つくろうと努力してきた結果だと思い
ます。魅力だともらえているのは本当
にうれしいですね。
もし「休みが取りづらい」と感じてい
る部署があるとすれば、その原因を
しっかり調べて、改善していく必要が
あります。誰もが安心して働ける環境
にしていくことが大切だと思います。

林：一方で、資格取得支援制度を一番
の魅力と挙げた方はいらっしゃいませ
んでした。

橋本：もう少し支援制度が充実してほ
しいと思いますか？

社員研修
旅行が楽

しみ

人間関係をさらに良くするには？

コミュニケーションは
大事！

Q3. 
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平成に入ってからは参加する人がだん
だん減ってきて、やめる会社が増えま
した。
中特グループでも、一時は参加者がほ
とんどいなくなって、しばらく中止し
ていた時期がありました。それが、こ
こ数年で「また行きたい」という声が
増えてきて、再開することになったん
です。実際に皆さんが楽しそうに参加
してくれている姿を見ると、「やっぱ
り再開してよかったな」と心から思い
ます。
社員研修旅行って、仕事の延長ではある
けれど、寝食を共にすることでお互いを
知るいい機会にもなるんですよね。そう
いう時間を大切にしながら、これからも
“人とのつながり”を感じられる職場に
していきたいと思っています。

高木：ぜひ続けてほしいと思います！

林：ところで、一番の魅力である人間
関係にもっと力を入れるためのアイデ
アがある方はいらっしゃいますか？

高尾：運動会を開催してみたいです！
運動神経に関係なく、誰でも楽しめる

内容にできたらいいなと思います。例
えば応援合戦とか。やっぱりスポー
ツって、自然とみんなが仲良くなれる
気がします。

藤本：以前、リライフで土曜出勤日に
カレーをふるまっていただいたとき、
普段あまりお話しする機会のなかった
部長とお話しできて、すごく打ち解け
られたんです。そういう交流の場があ
ると、職場の雰囲気もさらに明るく
なって、いいなと感じました。

バム：私はタイ出身なので、次は私がタ
イ料理のグリーンカレーを作ります！

伊東：自部署のことはよく知っているの
ですが他部署のことはあまり知らないの
で、もっと交流の場があるといいなと思
います。

橋本：社員研修旅行は、普段あまり接
点のない他部署の人たちと交流できる
貴重な機会だと思っています。そのた
め、部署を横断したグループ編成にし
て、できるだけ多くの人が新しいつな
がりを持てるようにしています。

広報も頑張ってくれていて、L INE 
WORKSを活用しながら新入社員の紹
介などを積極的に発信してくれていま
すよね。運動会も、みんなで楽しみな
がら交流を深められるいい機会になり
そうですね。

橋本：同好会が以前はいろいろあった
と思いますが今はないのでしょうか？

バム：今は新入社員が筆頭となって、
社内でハイキング部ができているみた
いですよ。やりたいことがあっても、
誰に伝えればよいのか分からず広まっ
ていないんだと思います。

橋本：そういう窓口があるといいです
よね。人間関係を円滑にするためにや
りたいアイデアを提案していただけた
らぜひ考えます。

「人生」で重視している
ことは？ ※1人につき2つ選択

林：人生で重視していることを若手の
皆さんに伺いました。橋本さんには順
位を決めずにこれは入っているだろう
という３つを選んでいただきました。

橋本：選択肢を3つに絞るのは本当に難
しかったです。その中で私は「仕事」
「趣味」「お金」を選びました。特にお
金については、年金やNISAなどへの関
心が高まっている一方で、日本の将来に
対する不安も感じている人が多いのでは
ないかと思いました。

運動会を
してみたい！

他部署の
ことも

もっと知
りたい

カレーをきっか
けに

部長と打ち解け
た

to the next ageQ4. 



09

林：結果がこちらです。
趣味と家族という回答がそれぞれ58%
でした。住む場所や地位・名誉、美
容・ボディメイクを選んだ方もいらっ
しゃいました。

橋本：かつては「結婚が一番の幸せ」
という価値観が強く根づいていまし
た。それに比べると、今は結婚しな
い、あるいは子どもを持たないという
選択をする人が増えてきたように感じ
ます。現在の「家族」という言葉に
は、結婚して築く家庭だけでなく、親
や兄弟、身近な人たちなど、より広い
意味で“自分を支えてくれる存在”が含
まれているのではないでしょうか。

高木：そうですね。僕は姉に子どもが
生まれて意識が変わりました。今まで
気にも留めなかった子ども用の服など
も気にして見るようになったので、家
族を選択しました。

林：脳内の50%を仕事が占めていると
いう回答でしたが、仕事が入っていな
いのは不思議ですね。

バム：個人的な意見ですが、仕事＝生
活するためのツールという感覚なの
で、脳内にはもちろんありますがラン
クインはしませんね。

村川：仕事はお金のためというのはそ

の通りだと思います。仕事以外にもお
金を稼ぐ手段はありますので、お金が
ランクインするなら仕事は入らないと
思います。

橋本：働く時間を増やさずに収入を上げ
るには、どうしたらいいでしょうか。
これからの時代は、時間ではなく成果
が大事だと思います。会社としても、
この度の新人事制度の策定によって、
成果を上げた分報酬に反映される仕組
みにしました。だからこそ、自分の強
みを活かして仕事に付加価値を生み出
すことが、結果的に収入アップに繋が
るのではないでしょうか。

高尾：成果の基準が明確で、評価にど
う影響するかが分かることが重要だと
思います。

バム：成果が具体的に見えにくい部署
もありますよね。例えば広報や総務な
どの間接部門は何をやっていてどう成
果が出ているのか分かりやすくなれば
いいですよね。

橋本：全員が同じ仕事をしていれば評価
もしやすいのですが、実際はそれぞれ役
割が違うので、どうすれば誰もが納得で
きる評価ができるのか、私も日々悩んで
います。例えば営業部が案件を獲得して
売上を上げたというのは分かりやすいで
すが、その裏でサポートした人の頑張り
は見えにくい部分がありますよね。
売上だけを評価の軸にしてしまうと、自
分の成果ばかりを追いかける風土になっ
てしまう危険もあります。そういう会社
にはしたくありません。
とはいえ、物価も上がっていますから、

高尾：尊敬できる先輩に出会ったと
いうのはすごく素敵ですね。

藤本：これ、僕が書きました。19歳
の時に出会った優しい先輩に「自分の
後輩や部下が失敗した時にどうされて
いますか？」と聞いたところ、「全部
とりあえず自分のせいにしている」と
答えられてとても驚きました。自分は
そういう考え方ができなかったので、
見習わなければいけないと思いまし
た。ずっと心に残っていますね。

社員の賃金は少しずつでも上げていかな
ければなりません。そのバランスをどう
取っていくかが重要です。

人生が変わった瞬間や
きっかけは？ ※自由回答

林：人生が変わった瞬間やきっかけ
はこういった回答がありました。

大学進学で

人生が変わ
った

子どものためにも

働いています

会社で

学ぶ機会を

作れるかも
！

Q5. 



10

村川：大学進学と答えました。義務教
育ではないので進学するかどうかは自
由じゃないですか。大学に行くと決意
したからには「心がけを変えてしっか
り勉強する」と思ったきっかけだった
からです。

林：人との出会いや身を置く場所の

林：将来不安に思っていることは何で
すか？という質問です。

橋本：私は1位に「地震・災害」、2位
に「物価高」、3位に「外国との関係」
を選びました。災害はいつどこで起こる
かわからず、誰にでも影響を及ぼす可能
性があるため、特に関心が高いと感じて
います。また、最近は円安や物価の上昇
など、日本のお金の価値が下がっている
と実感する場面が増えました。さらに、
世界各地での紛争や国際的な緊張の
ニュースも多く、情報をすぐに得られる
世代だからこそ、身近な不安として感じ
ている人が多いのではないかと思い、
このように選びました。

林：結果がこちらです。1位の年金・税
金は全体の45％を占めました。

橋本：なるほど。年金は毎月支払って
いますが、将来どのくらい受け取れる
のかが分からないため、不安を感じる
人は多いと思います。
少子高齢化が進み、生産年齢人口（16
歳から64歳）が減少している中で、す
べての人の社会保障を均等に維持しよう
とすると、財源が不足してしまうのも現
実です。一方、北欧諸国のように少子高
齢化がさらに進んでいる国では、給料の
約半分が年金や税金として引かれます
が、その分給与水準が高く、医療や教育
が無償で提供されています。
「いざというときは国が支えてくれ
る」という安心感が社会に根づいてい
るのです。日本も今後、こうした仕組
みに近づいていくのではないかと感じ
ています。

林：中特グループでこの心配な点に対
して何かできないのでしょうか？

村田：会社でできるとしたら年金や税
金、地震・災害などについて学ぶ機会

を設け、勉強会を開催することですね。

あなたが
社長になったら？ ※自由回答

林：最後に、あなたが社長になったと
したらどんなことをしますか？という
質問の回答を見てみましょう。

林：前期のスローガンである「当事者
意識」を若手の皆さんにも持ってほし
いという意図で設けた設問でしたが、
結果として、新たな事業への挑戦か
ら、子どもや高齢者を対象とした取り
組み、さらにはアプリ開発など、現在
の事業をより良くするための多様な
意見が寄せられました。

 最後に
皆さん、本日はご参加いただきありが
とうございます。今回いただいたご意
見は、今後の経営にしっかりと活かし
ていきたいと思います。
皆さんは、これから40年近く働いてい
く世代です。どうせ働くなら、「しん
どい」と感じながら続けるよりも、仕
事の時間を少しでも有意義なものにし
ていくことが大切です。
これからも中特グループのさらなる改
善や、自分自身の成長につながるよう
なアイデアがあれば、ぜひ積極的に
提案してもらえればと思います。

変化が多くの若手に影響しているよう
ですね。

橋本：難しい問いですよね。私は40歳
を過ぎてから人生が変わる瞬間があっ
たので、この中でそういった瞬間がな
いと回答した人も、10年や20年経って
同じ質問をすればまた違った答えにな
るかもしれませんね。

将来不安に思っている
ことは？ ※1人につき2つ選択

to the next age

Q6. 

Q7. 



11

Chutoku  NEWS

中特グルー
プ

創業60周年感謝祭

オープニングでは地元・太華中学校吹奏楽
部による演奏が行われました。シュガーソ
ングとビターステップ、群青、最高到達点、
アンコールでケセラセラを演奏し、真剣な
表情とハーモニーで観客の心をつかみまし
た。(a）
次に中特グループ社員でもある「大道芸人
あきひろ」によるパフォーマンスが行われ
ました。多数のリングを操るジャグリン
グや水晶のパフォーマンス、バランス芸
で場を盛り上げました。
昼休みには社員の率いる特別ユニット
「FireDudes」が伝統的な舞踊ハカ

2025年5月25日（日）、
㈱中特ホールディングス本社COILにおいて
中特グループ創業60周年感謝祭を行いました。
中特グループは1965年に創業し、
2025年2月に60周年を迎えました。
この度は地域の皆様やお客様への感謝の気持ちを込めて
地域密着型のイベントを行いました。
当日は地域の小中学校、お客様や地域住民の皆様など
約800名の方にお集まりいただき、盛会に終わりました。

TOPICS
2025

と炎を操るファイアーダンスを披露し、
歓声を浴びました。
午後の最初のステージでは周南市銀南街
にスタジオを構えるダンスチーム「THE 
DOPE」によるHIPHOPダンスが披露さ
れました。ドープなサウンドと魅力あふ
れるパフォーマンスに観客が引き込まれ
ていました。
14時からはお笑い芸人ゴー☆ジャスさん
によるスペシャルステージ、大声大会を
行いました。ゴー☆ジャスさんは地球儀
を片手に、「ここ！マダガスカル！」で
お馴染みのショートコントネタを次々披

露。この日のために周南市ネタも用意いた
だき、ひと際大きな拍手が起きました。観
客席にも下りてやりとりするなど、軽快な
トークで盛り上げていただきました。(b）
大声大会ではゴー☆ジャスさん司会のも
と、マイクに向かって参加者10名が大声
で叫び点数を競いました。内容は食べ物
や好きな人の名前、ゴー☆ジャスさんの
ネタでよく登場する国名などさまざまで
した。優勝したのは最高点の174点を出
した小学生の参加者で、サイン入りの地
球儀を手に記念撮影しました。(c）
最後に餅まきを行い、約1,000組の紅白餅

とお菓子がまかれました。(d）
他にも会場では4台のキッチンカーによ
り唐揚げやジェラート、ドーナツ、ハン
バーガーなどが提供されて賑わいまし
た。また、飛び跳ねて遊べるふわふわド
ームやお菓子のつかみ取りコーナー、バ
ルーンアートが子どもたちに人気でし
た。60周年を記念したクイズラリーでは
回答した参加者にノベルティをプレゼン
トしました。
中国特殊㈱の敷地内では、はたらく車展
示会も開催。来場者はパッカー車の試乗
などの体験を楽しみました。

d

b

おどったよ！

ここ！
マダガスカ

ル！

来場者アンケートでは「初めて来たけ
ど楽しかった」「とても面白かったで
す」「ご飯良し、ステージイベント良
し、はたらく車展示イベントもよかっ
たです。特にはたらく車の説明はしっ
かり教えていただき試乗もできて、妻
も自分も楽しかったです。また行きた
いです！」といった嬉しいお声をたく
さん頂きました。
ご来場くださった地域の皆様をはじめ、
出演・出店・運営にご協力いただいた
関係者の皆さまに、心より感謝申し上
げます。

皆さまのお力添えにより、創立60周年
という節目の年を笑顔と感謝に包まれ
て迎えることができました。ありがと
うございます。
これからも中特グループは、地域の皆
様とともに歩み、未来へとつなぐ企業
であり続けます。
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客席にも下りてやりとりするなど、軽快な
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と、マイクに向かって参加者10名が大声
で叫び点数を競いました。内容は食べ物
や好きな人の名前、ゴー☆ジャスさんの
ネタでよく登場する国名などさまざまで
した。優勝したのは最高点の174点を出
した小学生の参加者で、サイン入りの地
球儀を手に記念撮影しました。(c）
最後に餅まきを行い、約1,000組の紅白餅

とお菓子がまかれました。(d）
他にも会場では4台のキッチンカーによ
り唐揚げやジェラート、ドーナツ、ハン
バーガーなどが提供されて賑わいまし
た。また、飛び跳ねて遊べるふわふわド
ームやお菓子のつかみ取りコーナー、バ
ルーンアートが子どもたちに人気でし
た。60周年を記念したクイズラリーでは
回答した参加者にノベルティをプレゼン
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かり教えていただき試乗もできて、妻
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ご来場くださった地域の皆様をはじめ、
出演・出店・運営にご協力いただいた
関係者の皆さまに、心より感謝申し上
げます。

皆さまのお力添えにより、創立60周年
という節目の年を笑顔と感謝に包まれ
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社員が安心して健康的に働けるよう、福利厚生の継続的な見直しと新たな
施策の導入を進めています。
2025年6月15日以降、現場で働く社員の健康を守るための熱中症対策とし
て、各事務所に冷たいおしぼりや氷菓子の設置を開始しました。また、毎年
6月頃には自由に利用できるスポーツドリンクや水などのペットボトルコーナ
ーを設置し、暑い時期を快適に過ごせるよう環境を整えています。
さらに、社員の生活支援として、2025年3月28日より食事補助制度
「チケットレストラン」(※1)を導入しました。今後も社員がより安心して働け
る環境づくりを推進しています。
※1 チケットレストランとは…
会社と従業員でお金を半分ずつ出し合い、食事に使えるプリペイドカードにチャージ。
会社の半額負担により、従業員が飲食物を実質半額で購入できる食事補助サービスです。

廃棄物アート事業を行う㈱ACTA PLUS
はJ-Startup WESTに選定され、１１月
２０日に授与式に出席しました。１２月に
は三井不動産株式会社に協賛いただ
き、東京都日本橋の三井タワーで４回目
となる廃棄物アート公募展を開催しま
した。２月にはマツダ株式会社にご依
頼いただき、同社のブランド体感施
設「MAZDA TRANS AOYAMA」にて
作品１０点の企画展とワークショップを
行いました。さらに１０月に大阪高島
屋、４月に玉川高島屋にてポップアップ
イベントを開催したほか、７月に無印良
品にて企画展とワークショップを行う
など活動の幅を広げています。

安
心
、快
適
に
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け
る
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境
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す
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チケット
レストラン導入！
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ACTA+
企業コラボ

レーション

福利厚生の
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処
理
工
程
の
自
動
化
に
よ
る

業
務
効
率
化
と
安
全
性
向
上

現場アップ
デート

廃棄物の収集運搬を行う㈱吉本
興業ではパッカー車全車両に自
重計を搭載し、過積載防止対策
の強化とともに、安全運転と運
行管理の精度向上を図ってい
ます。
さらに、積載データを活用して
排出量を可視化することで、廃
棄物削減やリサイクル推進につ
ながるご提案が可能となり、お
客様へのサービス向上にも貢献
しています。
今後も、安全・環境・効率のす
べてを両立させた持続可能な運
行体制を目指してまいります。

(株)吉本興業

産業廃棄物処理事業を行う㈱リライフでは、脱塩・分離・
改質施設において、ピットで受け入れた塩素含有廃棄物
の水洗・静定・分離・排水処理ピットへの移送までの
工程を自動化しました。従来は作業員が目視で確認し、
人力で行っていた一連の作業を機械制御により自動化す
ることで、作業負担の軽減と処理工程の安定化を実現。
これにより、業務効率の向上とともに、安全性・品質の
両面でより持続可能な処理体制を構築しました。

(株)リライフ

遺品整理や空き家問題など、地域が抱える社会課題の解決に
取り組んでいる㈱ポータルハートサービスでは、「もったいな
い精神」を原点に、再販が難しく従来は廃棄せざるを得な
かった品を有効活用するリユース活動を推進しています。
まだ使用可能な衣類や食器などを選別し、必要とする方々
へ寄付を継続することで、資源の循環利用を促進するとと
もに、地域社会への貢献と環境負荷の低減にもつなげてい
ます。

(株)ポータルハートサービス

水回りの維持管理を行う中国特殊㈱では、
グループ全体での業務効率化と人材育成に向けた取り組みを推進しています。
浄化槽維持管理を担うＨＯＳグループでは、デジタル入力「Mr.AQUAシステム」を導入。
タブレット端末上で点検データの記録・共有・閲覧が可能となり、過去データの参照や
業務報告が迅速化しました。同業種の㈱藤井興業でも本システムの導入を予定し
ております。また、下水道維持管理を担うeクリーングループでは、新たに下水道管
管理研修施設を開設。これまで現場での見習い中心だった教育体制から、より体系的
で安全性の高い人材育成プログラムへと進化しました。学生研修においても、同施設で
のデモンストレーションを活用することで、地域社会への理解促進と次世代人材の
育成にも貢献しています。

土木・解体工事を担うSBグループでは施工前の手順書
や説明資料として3Dパースを導入しています。立体的
に現場を再現し工法や安全対策を伝えることで安心を
お届けしています。

中国特殊㈱・㈱藤井興業
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7数字で見る中特グループ
2024中特グループの10の取組み【経営&ISO統合目標】

52024 件

0件
2025
GOALS

中特グループが地域社会に強く必要とされるために、次世代のために、環境のこと、社会のこと、

子どもたちのことを考えて何をすべきか、あるべき姿に向かって取り組んでいます。

2024年度は10の課題を掲げて活動を行いました。

15

01
事故・災害の撲滅

事故・災害については、「安全はすべてに優先する」という基本理念のも
と、常に“ゼロ”を目指して取り組んでいます。
2024年度は、幸いにも大きな事故・災害の発生はありませんでしたが、
軽微な事故が5件発生しました。そのうち3件は、解体作業や重機作業と
いった危険度の高い業務で発生しており、わずかな判断の誤りが重大な
事故につながるおそれがある事例でした。
これらを踏まえ、今後はヒヤリハットへの感受性を一層高め、JBK（事故撲
滅研修）やリスクアセスメント活動、KY活動などを継続的に実施します。
「ヒヤリハットのうちに芽を摘む」という意識を全社員で共有し、事故・災害
“ゼロ”の実現を目指してまいります。

02
環境への貢献

地球環境の維持・改善にわずかでも貢献するため、産業廃棄物の再資源
化率向上、ＣＯ2排出量削減に向けて取り組んでいます。
再資源化率向上については、2025年度は９８．５％となり、直近５年間での
最高値を僅かながら更新しました。
ＣＯ2排出量削減については、７９３ｔ-ＣＯ2となり、前年比１．７％増となりま
した。これは売上増に伴う燃料使用量の増加が影響しています。
今後、更なる向上を目指してまいります。

2025

RECYCLE UP
98.5%
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3
件287

提案総数

件 300254
実施採用数 目標数

件 件

03
中特チームカイゼン活動

安全衛生の向上、業務の効率化、コスト削減、省資源・省エネ・環境美化、
そして社員の改善意識向上を目的として、改善提案制度を導入し、継続的
に活動を行っています。
2024年度の提案件数は287件、実施採用件数は254件となり、目標の
300件には届かなかったものの、前年度比で約30％増加しました。
提案内容も年々充実しており、ヒヤリハットへの対応策や品質トラブル
解決に関する提案が増えるなど、提案の質の向上も見られます。
2025年度も引き続き、社員一人ひとりの改善意識を高めるため、制度の
改訂を行い、PDCAサイクルを着実に回しながら、質・量ともに充実した
改善活動を推進してまいります。

04
従業員数、男女比、平均年齢

育児世代の女性が、自分らしい働き方を実現できるよう、
短時間正社員制度や希望時間帯で働けるパートタイム
制を導入しています。
また、若手人材の採用にも力を入れており、高卒・大卒の
新卒者に加え、若年層の中途入社も積極的に受け入れて
います。

05
働き方改革、労働生産性向上

「働き方改革推進に関する方針」を掲げ、社員一人ひとりのワー
クライフバランスの向上と、健康で充実した生活の実現を支援
しています。
長時間労働を前提としない職場づくりに取り組み、育児休暇取
得率は昨年に引き続き100％を達成。育児と仕事の両立を
積極的に後押ししています。
また、勤怠管理システムを活用した労働時間の正確な把握に
加え、業務のデジタル化と標準化を推進し、効率化と生産性の
向上に取り組んでいます。
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従業員人数 男女比

平均年齢

※2025年8月1日現在
※役員、正社員、嘱託社員、パート社員（派遣と契約社員を除く）

130人 人

人

男

女

83
47 (36.2％)

(63.8％)

44.4
42.4
45.5

歳(全体)

歳(女性)

歳(男性)

中途と新卒の割合

平均勤続年数

人中途109 (84％)

人

年

新卒 21 (16％)

9

月平均残業時間

有給休暇取得率 平均有休取得日数

育児休暇取得率

2.5
79.0

時間

％

％
(男女)

10.6日

100

※2024年8月～ 2025年7月



仕事満足度

家庭満足度

主観的健康観
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07
社員幸福度

近年、企業経営においては「社員の心身の健康」や「生活の幸福
度」といった観点から、ウェルビーイングの概念がますます重要
視されています。
ウェルビーイングの視点から会社の現状や課題を把握し、働き
がいのある職場づくりや福利厚生・制度設計に活かすことを目
的に、昨年に続き本年もグループ全社員を対象としたウェルビ
ーイングアンケートを実施しました。
仕事満足度および家庭満足度については、「満足・まあ満足」と回
答した社員の割合が向上しました。一方で、主観的健康観に関し
ては「良い・まあ良い」と回答した割合が減少する結果となり、改
善の余地があることが明らかになりました。
今後は健康経営の観点から各種取り組みを一層強化し、社員の
働きやすさ・働きがいの向上、居心地の良い職場づくりを推進し
ます。こうした取り組みを通じて、社員の定着率向上にもつなげ
てまいります。

※ワークエンゲージメントとは、仕事に関連するポジティブで充実した心理状態のこと
を指し、ワークエンゲージメントが高い人は、一般的に仕事に誇りややりがいを感じ、熱
心に取り組み、仕事から活力を得て、いきいきと働いているとされています。

06
健康増進活動推進

社員の健康保持と増進を目的として、年1回の定期健康診断
およびストレスチェックを実施し、検査結果に応じて必要な
方には受診を勧奨しています。
また、毎月の産業医による職場巡回や安全衛生委員会を
通じて、職場環境の改善や健康管理に関する助言を行って
います。
禁煙を目指す社員には、達成に向けた費用支援制度を設け
るほか、総務管理部では毎月、健康に関する情報を発信し、
社員一人ひとりの健康意識向上に努めています。

ウェルビーイング

ワークエンゲージメントスコア
3.1点/6点（昨年と変わらず同点）

75
2024

%
70
2023

%

83
2023

% 88
2024

%

89
2023

%

（現在の健康状態）

82
2024

%

やまぐち健康経営 評価シート

中特HD

中国特殊

吉本興業

リライフ

藤井興業

PHS

85点

88
84
91
85点

点

点

点

83点



地域清掃ボランティア 教育機関連携（小・中・高・大）

いきいきサロン・セミナー

コンサルティング

片付け・遺品整理

環境出前授業
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2024年度に実施した顧客満足度アンケートでは、「サービス内容・品質」「サービス提
供スピード」「サービス価格」「従業員態度」「安全対策」「法令順守・コンプライアンス意
識」「社会・地域貢献活動」の7項目について、5段階評価でご回答をいただきました。
今年度も全体として高い評価をいただき、特に「従業員態度」（4.65）、「法令遵守・コン
プライアンス意識」（4.61）、「サービス内容・品質」（4.51）など、当社の基本姿勢やサ
ービス品質に対する信頼を引き続き頂いていることを、大変ありがたく受け止めてお
ります。
一方で、「サービス提供スピード」（4.34）と「サービス価格」（4.03）については、他項
目と比べてやや低い評価となり、引き続き改善の余地があることが明らかになりまし
た。また、「社会・地域貢献活動」は4.40と、昨年（4.65）よりやや評価が下がりました。
この結果を真摯に受け止め、これまでの取り組みを振り返るとともに、地域とのつな
がりをより深める活動を強化してまいります。
今後も、お客様からのご意見を継続的な改善につなげ、「選ばれ続ける会社」であり続
けるために、現場力の強化と地域社会への貢献を両立させた企業活動を推進してま
いります。

09
社会・地域貢献活動

地域社会とのつながりを大切にし、地域清掃や教育機関等との連携を通じ
て継続的に環境保全や地域社会への貢献に取り組んでいます。特に教育
機関（小学校・中学校・高等学校・大学）との連携では、環境学習やキャリア
教育など、多岐にわたるサポートを行いました。
また、2013年から続けている「いきいきサロン」への訪問も継続的に実施
し、地域の皆様との交流を深めています。今後も地域社会の一員として、
多様な取り組みを通じて、地域に根差した活動を続けてまいります。

10
年間売上

2024年度の売上高は前年比12.6%増の18.06億円
となりました。廃棄物処理や土木･解体･インフラ維持
管理部門の需要の高まりと共に売上が拡大しました。
2025年度は「選択と集中」というスローガンのもと、
3～5年の中期事業計画の策定を行いながらさらなる
事業の成長(地域やお客様のお困りごと解決)に取り
組んで参ります。

08
顧客満足度

18回

■サービス内容・品質　■サービス提供スピード　
■サービス価格　■従業員態度　■安全対策　
■法令遵守・コンプライアンス意識　■社会・地域活動

中特G

中特HD

中国特殊

藤井興業

吉本興業

リライフ

PHS

4.84.64.44.24.03.83.63.43.23.0 5.0

19回

15回 2回

618百万円

95百万円
52百万円

1,0411,0411,041百万円百万円百万円土木・解体・
インフラ維持管理

廃棄物処理・リサイクル

※グループ内売上を含む

18.06
億円



日本の掲げる2050年カーボンニュートラル宣言、2030年までの削減目標に沿って、中特グループもCO2削減を推進しています。
2024年度CO2発生量は793ｔ-CO2／年と、前年度比1.7％の増加となりました。これは売上高の増加に伴い、ガソリン、軽油と
いった燃料使用量が増加したことが影響しています。今後も具体的な削減に取り組んでまいります。
尚、算出はＳＣＯＰＥ１・２の集計となります。
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to the next century

100年へ。
ずっと美しい、この地球で生きていく。

ＣＯ2削減の取組み

電気
ＬＰＧ
水道
一般廃棄物
灯油
Ａ重油
原油
ガソリン
軽油

53,939.00

56,437.00

6,265.00

27,657.00

0.00

284,798.00

34,305.20

35,893.93

3,984.54

17,589.85

0.00

181,131.53

351.00

645.00

68.00

948.00

0.00

1,444.00

203.58

374.10

39.44

549.84

0.00

837.52

0.00

0.00

53.00

0.00

0.00

126.00

0.00

0.00

131.97

0.00

0.00

313.74

0.00

41,214.47

4,875.30

59,450.64

0.00

72,422.19

0.00

107,940.70

12,768.41

155,701.23

0.00

189,673.72

46,307.79
165,092.16

20,412.38
179,546.31

6,458.69
375,238.25
793,055.58

kWh
㎥

㎥

kg
リッ
トル
リッ
トル
リッ
トル
リッ
トル
リッ
トル

Kg

使用量 換算
排出量 使用量 換算

排出量 使用量 換算
排出量 使用量 換算

排出量

出典：環境省温室効果ガス排出係数について

■排出量換算係数

二酸化炭素排出量（2024年度）

■排出量推移（単位：ｔ-ＣＯ2/年） ■排出量内訳（％）

■会社別・項目別排出量

01

ＩＳＯ統合審査02
2020 2021 2022 2023 2024

793
227

566

228

582

248

553

272

508

276

517

810 801 780 793

0.636
0.818
0.580
0.840
2.490
2.710
2.619
2.322
2.619

社名
換算
排出量
計

電気 ＬＰＧ 水道 一般廃棄物 灯油 ガソリン 軽油種類 単位 係数 換算
単位

4,943.67

8,958.72

1,501.42

2,454.11

2,781.52

1,204.45

11,479.20

20,802.15

3,486.30

5,698.44

6,458.69

2,796.73

燃料燃焼･工業プロセスによる直接排出
他社から供給された電気･熱･蒸気などの使用による間接排出

使用量 換算
排出量使用量 換算

排出量

380.72

80.80

0.00

0.00

0.00

573.60

319.80

67.87

0.00

0.00

0.00

481.82

使用量 換算
排出量

0.00

16.40

2.10

8.50

0.00

3.90

0.00

13.42

1.72

6.95

0.00

3.19

Scope1

Scope2

t-CO2 t-CO2 t-CO2 t-CO2 t-CO2

466,084.05177,962.6050,721.5121,843.89445.71179.00869.501,035.122,004.483,456.0025.2830.90272,905.06429,096.00

中特ＨＤ

中国特殊

藤井興業

吉本興業

ＰＨＳ

リライフ

計

中特グループでは“品質”“環境”“安全”の３規格について、ＩＳＯの認証を取得・継続しています。
従来３規格個別に受審していた審査を今年度より統合することとし、６月３日から６日の４日間
で更新審査を受審しました。
審査の結果、１件の「是正処置」と１１件の軽微な「改善の機会」が挙げられましたが、マネジメント
システムは十分に有効との判定を受け、認証を継続することができました。「是正処置」、「改善
の機会」ともに全社で共有し、マネジメントシステムの改善を図ってまいります。

 リライフ 吉本興業

 中国特殊 中特ＨD  藤井興業  軽油

LPG・水道・一般廃棄物・灯油

電気  ガソリン

 PHS

6%

21%

2%2% 1%

47%

0%

59%

35%

6%

環境の
ために

是正処置の内容 不適合に対する是正処置の確認、有効性の評価が十分でない。（プロセス遵守） 2025年

会社別 項目別
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「中特グループは、地球上の全人類及び地域社会とともに
持続可能な発展をするために、環境保全に努め、
環境に優しい企業活動を行う。」という考えのもと、
地域環境活動を推進しています。

マテリアルバランス
中特グループは地球上の全人類及び地域社会とともに「持続可能な未来」を創るために、
社会環境課題解決に挑み続けます。

03
INPUT

事
業
に
伴
う
資
源
・エ
ネ
ル
ギ
ー
等

再
資
源
化
、地
球
環
境
へ
の
排
出
等

中
特
グ
ル
ー
プ

OUTPUT
（2024年度分）

リサイクル率

リサイクル率は右記の式で
算出しております。

リサイクル
しないもの 埋立処分、燃料（サーマルリサイクル）等

リサイクル率 98.5%
リサイクル率（％）＝ ×　100直接資源化量　＋　処理後再生利用量

廃棄物排出量
リサイクル
するもの 金属、木材、紙、プラスチック、セメント原料、肥料原料等

　汚泥
　がれき類
　ガラスコンクリ他
　廃プラスチック類
　金属くず類
　繊維くず
　紙くず類
　ダンボール紙類
　木くず
　廃酸廃アルカリ
　廃油
　鉱さい
　もえがら
　ばいじん
　動植物性残渣
　処理水
　水道水
　地下水
　電力
　ガソリン
　軽油
　灯油
　LPG
　コピー用紙

17,480 t
308 t
210 t

1,137 t
223 t

3 t
59 t

321 t
426 t
355 t
158 t

49 t
2,296 t
2,873 t

303 t
37,206㎥

3,456㎥
2,032㎥

429,096kWh
21,844㍑

177,962㍑
179㍑

31㎥
275,591枚

　セメント原料

　がれき類

　ガラスコンクリ陶磁器

　廃プラ 

　ペットボトル

　金属くず

　缶

　紙・繊維くず

　ダンボール紙類

　木くず

　肥料原料

　石膏ボード

　汚泥焼却

　汚泥埋立

　処理排水

　下水排水

　地下水排水

　CO2排出量（換算）

　一般廃棄物

19,724ｔ

　726ｔ

608ｔ

645ｔ

66ｔ

226ｔ

15ｔ

51ｔ

321ｔ

414ｔ

0ｔ

0ｔ

259ｔ

85ｔ

33,276㎥

3,110㎥

　1,950㎥

793ｔ

1,035kg

リサイクル対象のもの

リサイクル対象としないもの

（エネルギー及び水道使用量から算出）
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to the next century

100年へ。
もっとこのまちを楽しく、暮らしやすく。

地域社会
とともに

昨年に引き続き、山口県内の小学校から大学までの教育活動を積極的に展開しています。 
2024年10月から2025年9月までの期間に各教育機関において合計19プログラム
のサポートを実施。特に周南公立大学との連携では、3つのゼミに伴走し、ゼミ生のサポート
やイベントの共同開催を行いました。その一例として、百武先生が指導する地域ゼミにて
ダチョウの卵を提供し、ダチョウの卵を活用したランプづくりワークショップを開催。学生と
共に体験型学習の機会を創出しました。

教育機関との協働01

２０２５年１月12日（日）、㈱中特ホールディングスにて「お正月イベント」を開催しました。
餅つきや豚汁販売、書初め、百人一首、射的、ごみの分別体験など、さまざまな企画を行い、
保護者の方にも一緒にご参加いただくことで、小さなお子さまでも安心して楽しめる
イベントとなりました。　
今回が初めての試みでしたが、達成感と高い満足度を得られる大変充実した催しとなりま
した。参加者の方からは、「ごみの分別の仕方が分かった」「餅つきや射的が楽しかった」
「また参加したい」といった声を多くいただきました。
地域の皆様に楽しんでいただくと同時に、社員との交流も深まり、地域と会社をつなぐ
温かい場となりました。

お正月フェス02

2025年7月5日（土）、下松市のはなぐり海岸で開催された「TOYOTA SOCIAL FES!!」に、
中特グループとして初めて参加しました。
活動の前半では、私たちも参加者の一員として、海岸でのごみ拾いや稚魚の放流、清掃船デ
モンストレーションの見学など、普段では体験できない貴重なプログラムに参加しました。こ
うした活動を通じて、海洋環境の現状や地域で進められている保全の取り組みを、身近に感
じることができました。
後半は、中特グループとして環境ブースを担当し、「ゴミアートを作ろう！」をテーマに講師を
務めました。近隣の3校の高校にご参加いただき、生徒の皆さんを中心に、廃棄物を用いた
アート作品づくりに取り組みました。具体的には、事前に各校ごとにキャンバスへ自由に絵を
描いていただき、その上に海岸で回収した漂着物や廃棄物を貼り付け、私たち大人には思い
つかないような発想で、独創的な作品が完成しました。
普段のエコライフ活動では小学生を対象とすることが多いため、高校生と交流するこの機会
は、講師としても非常に新鮮で、多くの学びがありました。生徒たちがごみを単なる廃棄物で
はなく、表現の素材として捉え、創造力を発揮する姿から、環境教育の新たな可能性を感じ
ることができました。今回の経験を糧に、今後も地域の若い世代とともに環境保全の大切さ
を共有する取り組みを続けていきたいと考えています。

TOYOTA SOCIAL FES!! 03

01

01

02 02

02 02

03

03



2025年2月20日（木）、小学４年生を対象にした「環境出前授業」を行いました。
沼城小学校（約３６名）の児童の皆さんへ向けて、社員３名がそれぞれ講師を務めました。
最初に、ごみの分別の考え方について、３Ｒや食品ロス、※１ピリカの取組みなどを紹介し、
ごみの分別の大切さや循環型社会の実現、ポイ捨て防止の取り組みについて学習しました。
その後の分別ゲームでは、学校の備品などを題材に「もし一般家庭からごみとして出された
場合、どの分別品目に該当するか」を考える問題が出され、児童の皆さんは悩みながらも
真剣に取り組んでいました。最後は、社員の指導のもと、ごみ収集車への積み込み体験を
実施しました。普段触れることのない収集車の操作ボタンや、実際の内部の動きを間近で
見ることができ、児童の皆さんは興味津々の様子でした。

22

地域の皆様に、私たちの事業活動やさまざまな取り組みに
ご理解をいただけたからこそ、歩むことのできた60年だと考えています。
感謝の想いを胸に、これからも皆様にとってもっと楽しく
暮らしやすい町になるよう、私たちにできることを進めてまいります。

環境出前授業04

2013年9月から続けている「いきいきサロン」への訪問は、ついに150ヵ所を突破し、これま
でに延べ3,700名を超える方々とふれあうことができました。2024年度は周南地区16ヵ所
で開催し、426名の皆さまにご参加いただきました。ポータルハートサービスでは、「ごみの
分別ゲーム」や「終活セミナー」を通じて、環境や暮らしを楽しく学べる時間を提供してい
ます。近年は「終活について話を聞きたい」というご要望が増えており、年間約700件の対応
実績をもとに、現場での体験談を交えたリアルな内容が好評です。参加者からは「考え方が
変わった」「帰ったらすぐ片付けたい！」といった前向きな声が多く寄せられています。
これからも地域の皆さまと直接ふれあいながら、笑顔と気づきを届ける活動を続けて
まいります。

いきいきサロンへの訪問05

２０２４年度は※１エコライフチームが中心となり、海ごみ問題を学ぶ「海岸漂着物で作る
クラフトアート体験」を２回行い、１６名に参加いただきました。また、１２月には県外初とな
る東京でも同プログラムを行いました。2025年８月７日（木）に開催された産業観光ツアー
では「ダチョウによる食品リサイクルループの仕組みと食品ロスについて」を行い、参加
した親子２０名がダチョウ給餌体験を楽しみました。

環境問題を学ぶ
ワークショップ06

会社周辺の清掃や地域イベントでのクリーンアップ活動を継続的に実施しています。自社
企画だけでなく、他団体が主催する活動にも積極的に参画し、地域の一員として環境美化に
取り組んでいます。今後も地域社会に貢献できるよう、活動を続けてまいります。

地域清掃ボランティア活動07

04

05

06

07

07

05

05

06

※１ ピリカ̶㈱中特ホールディングスは株式会社ピリカと連携し、２０２３年１０月から『車両（ごみ収集車）×スマホ×ＡＩによる官民連携の
      地域美化システム「山口モデル」の構築』としたプロジェクトを実施しています。

※１ エコライフチームとは・・・発想力と行動力のあるメンバーにて編成される、社内外に向けた「元気発信」を目的とするチームです。
　　　　　　　　　　　　　　環境学習イベントや社内企画を推進しています。



2025年9月12日(金)15時よりホテルサンルート徳山にて、世界一清潔な羽田空港
の環境マイスター 新津春子様を講師にお招きし、「ただの清掃も人生を変える」と
いうテーマで第18回HappyHappy勉強会が開催されました。当日は、対面と
YouTube配信によるハイブリッド形式で開催し、205名の方からお申し込みを
いただき、70名が対面でご参加いただきました。
新津様は1970年に中国・瀋陽で生まれ、17歳で来日後、清掃の仕事を始められま
した。清掃の仕事を続ける中で、物を大切に扱うこと、そして「もしこの物が人間
だったらどんな気持ちだろう」と思いやる“思う心”の大切さに気づかれたそうです。
その考え方を実践し、27歳の時には全国ビルクリーニング技能競技会で最年少
優勝という快挙を達成されました。
約1時間半という限られた時間の中で、数多くの興味深いエピソードをお話しいた
だき、清掃にとどまらず、あらゆる仕事や日常に通じる「物を優し
く扱う心」や「どんな状況でも前向きに続ける姿勢」を学ぶこと
ができました。
講演終了後には、会場で販売されていた著書に直筆のサイン
を求める参加者の長い列ができていました。
聴講後のアンケートには、多くの感想や温かいコメントが寄せ
られ、笑い声が響く和やかな雰囲気の講演会となりました。

当グループでは、産業廃棄物の中間処理を行うリサイクル工場をはじめ、各社の
収集運搬施設や作業車両などの視察を積極的に受け入れています。
私たちは、廃棄物の処理過程を“見える化”することこそが、お客様に安心して
廃棄物を搬出していただくための第一歩だと考えています。見学では、処理の流
れや安全・環境への配慮、再資源化の仕組みなどを実際にご覧いただきながら、
当グループの取り組みをわかりやすくご説明しています。こうした機会を通じて、
お客様との信頼関係を深め、双方にとって最適な方法での廃棄物処理を共に考え
る場としています。

中国からの帰国者で、日本国内でご苦労なさっ
た実態がよくわかりました。掃除する際に心を込
めて仕事にあたることの重要性を実感しました。

世界での活躍も掲げている方のお話がリアルな
熱量と共に伝わりました。

新津さんの原体験も踏まえたお話は大変勉強に
なりました。仕事とお掃除は重なる部分もあると
思い、自身の仕事に対しての向き合い方に活か
していきたいと感じました。

他者が汚したものをもとのようにきれいに戻す
お仕事を担当されておられる方のお気持ちがわ
かりました。一昨年羽田空港で使わせていただ
いたトイレの綺麗さはご担当さんをはじめ皆様
のご尽力の賜物だったことがわかりました。
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to the next century

100年へ。
お客様に寄り添い、必要とされるように。

お客様と
ともに

HappyHappy
勉強会
9月12日(金)

第18回

リライフ
工場見学

信頼を生むリサイクル工場

見せる

思う心が
大切！

　視聴後のアンケート（抜粋）
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100年へ。
お客様に寄り添い、必要とされるように。 中特グループは、これからもお客様や地域に愛され必要とされ続ける企業を目指し、

心から喜んでいただけるサービスをお届けできるよう努めてまいります。

　
中
特
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様
が

「
生
活
環
境
革
命
で
人
々
を
幸
せ
に

す
る
」
を
使
命
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、

天
然
資
源
の
枯
渇
に
対
処
す
る
た

め
に「
廃
棄
す
る
の
で
は
な
く
、い
か

に
再
生
さ
せ
る
か
」を
全
力
で
追
求

し
て
お
ら
れ
る
姿
勢
に
強
く
共
感

い
た
し
ま
す
。

　
弊
社
は
食
品
・
日
用
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
の
で
、食
品
残
渣
や
容

器
包
装
で
あ
る
ト
レ
ー
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
が
不
要
物
と
な
っ
て

単
純
に
可
燃
物
と
し
て
処
理
さ
れ

る
こ
と
、不
法
投
棄
さ
れ
て
自
然
環

境
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
、販

売
す
る
側
か
ら
す
る
と
非
常
に
残

念
な
こ
と
で
あ
り
、メ
ー
カ
ー
様
も

同
じ
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。食
品

等
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
分
別
し
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
、資
源
循
環
に

繋
が
る
環
境
に
や
さ
し
い
行
動
で

す
。分
別
し
な
け
れ
ば
単
純
に
焼
却

処
分
と
な
っ
て
し
ま
い
再
利
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
世
界
人
口
は
2
0
3
0
年
に

8
5
億
人
、2
0
5
0
年
に
は
9
7

億
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。今
後
、
資
源
や
食
料
が
不
足
す

る
こ
と
は
明
白
で
す
。リ
サ
イ
ク
ル

活
動
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す

が
、資
源
の
有
効
活
用
と
環
境
問
題

解
決
の
気
運
を
高
め
、リ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
の
削
減
を
実
現
し
、環
境
に

や
さ
し
い
循
環
型
社
会
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
な
か
、貴
社
は
環
境
負

荷
を
最
小
限
に
す
べ
く
回
収
さ
れ

た
金
属
・
木
材
・
紙
・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
を
再
資
源
化
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

9
8.
5
％
と
い
う
素
晴
ら
し
い

数
値
を
達
成
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
吉

本
興
業
様
に
は
、ア
ル
ク
店
舗
の
廃

棄
物
を
回
収
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、そ
の
う
ち
青
果
部
門
か
ら
排
出

さ
れ
る
野
菜
・
果
物
は
、貴
社
が
飼

育
さ
れ
て
い
る
ダ
チ
ョ
ウ
の
飼
料

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。以
前
、
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
を

ゴ
ー
ル
ド
塗
装
し
た
置
物
を
い
た

だ
き
、弊
社
の
受
付
に
飾
っ
て
い
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。鶏
の
卵
と
比

較
す
る
と
圧
倒
的
に
大
き
く
、ゴ
ー

ル
ド
色
も
相
ま
っ
て
ご
来
社
さ
れ

る
方
の
目
を
引
い
て
お
り
ま
し
た
。

　　
話
が
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
、

2
0
1
8
年
5
月
1
3
日
、山
口
県

立
大
学
で「
広
が
れ
、
こ
ど
も
食
堂

の
輪
！
全
国
ツ
ア
ー
i
n
山
口
」が

山
口
県
な
ど
の
後
援
で
開
催
さ
れ
、

私
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。講
演
会
や
分
科
会
に
出
席
し
た

際
に
、「
７
人
に
ひ
と
り
の
子
ど
も

が
見
え
な
い
貧
困
に
苦
し
ん
で
い

る（
相
対
的
貧
困
＝
地
域
の
生
活
水

準
と
比
較
し
て
、大
多
数
よ
り
も
貧

し
い
状
態
に
あ
る
状
態
）。」「
給
食

が
な
い
夏
休
み
な
ど
は
栄
養
不
足

で
や
せ
細
っ
て
し
ま
う
。」「
ガ
ス
代

が
払
え
な
く
て
冬
で
も
水
風
呂
に

入
っ
て
い
る（
エ
ネ
ル
ギ
ー
貧
困
）。

」な
ど
先
進
国
と
は
言
え
な
い
現
実

を
聞
き
、大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。

　
1
9
7
9
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
1
9
9
7
年
に
亡
く

な
ら
れ
た
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
氏
も
、

日
本
は
も
っ
と
国
内
の
貧
困
に
目

を
向
け
る
べ
き
だ
と
指
摘
さ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。見
え
な
い
貧
困
、

分
か
り
づ
ら
い
貧
困
と
い
う
点
が

深
刻
な
問
題
で
す
。

貴
社
は
、こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

こ
ど
も
の
貧
困
解
消
の
活
動
に
も

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、フ
ー

ド
バ
ン
ク
山
口
様
と
連
携
さ
れ
、弊

社
の
9
店
舗
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ポ

ス
ト
を
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。フ
ー

ド
バ
ン
ク
ポ
ス
ト
と
は
、家
庭
で
食

べ
き
れ
な
い
食
品
や
店
舗
で
購
入

さ
れ
た
食
品
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

く
ポ
ス
ト
で
、食
品
ロ
ス
の
削
減
と

貧
困
問
題
の
解
決
に
向
け
た
社
会

貢
献
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、お
客

様
の
善
意
を
繋
ぐ
手
段
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。こ
の
活
動
に
弊
社
店
舗

が
協
力
出
来
て
い
る
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、貴
社
が
社
会
を
幸
せ
に

す
る
静
脈
産
業
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ

ー
と
し
て
更
に
進
化
さ
れ
、社
員
の

皆
様
と
と
も
に
益
々
ご
発
展
、ご
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

株式会社 丸久
総務部

田中 靖士様 ご
意
見

お
客
様
の

2025 年 1 月に実施した顧客満足度アンケートには、139 名のお客様よりご回答をいただきました。お忙しい中、貴重なご意見をお寄せいただきました
こと、心より御礼申し上げます。本アンケートでは、「サービス内容・品質」「サービス提供スピード」「サービス価格」「従業員態度」「安全対策」「法令順守・
コンプライアンス意識」「社会・地域貢献活動」の 7項目について、5段階評価でご意見を伺いました。全体的には高い評価を頂戴しましたが、その中でも
「サービス提供スピード」（4.34）および「サービス価格」（4.03）については、全社共通の改善課題として浮き彫りとなりました。価格に関しては、私たち
の提供するサービスの価値をより的確にお伝えするとともに、商品力・サービス力そのものの向上に努めてまいります。また、提供スピードに関しては、
業務フローやプロセスの見直しを通じて、より迅速で柔軟な対応を実現すべく、継続的な改善を進めてまいります。
さらに、自由記述欄には多くの励ましとともに、今後への期待の声も数多く寄せられました。たとえば「業界の慣習にとらわれない新規事業への挑戦」や
「処理が難しい廃棄物への対応」に加え、「大学や地域とのさらなる連携強化」や「若手・女性が活躍できる企業文化の継続」といった声もありました。これら
のご意見は、私たちの取り組みに対する信頼のあらわれであり、今後も地域に根ざす企業として、お寄せいただいた声を真摯に受け止め、サービスの質向上
と新たな価値の創出に努めてまいります。

■サービス内容・品質
■サービス提供スピード
■サービス価格
■従業員態度
■安全対策
■法令遵守・
　コンプライアンス意識
■社会・地域貢献活動

中特G 中特HD 中国特殊 藤井興業 吉本興業 リライフ PHS
3.00
3.20
3.40
3.60
3.80
4.00
4.20
4.40
4.60
4.80
5.00

声お客様の
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to the next century

100年へ。
働きがいと誇りを持てる職場に。

社員と
ともに

2025年度事業発展計画発表会

テーマ 「選択と集中」
2025年8月23日(土)に

2025年度事業発展計画発表会が

遠石会館にて開催されました。

会長　吉本英子より

CEO　橋本ふくみより

今年創業60周年を迎えられたことに対し深い感
慨を語り、会社が地域の皆様から愛される企業
へと成長できたことを心から喜んでおり、「ここ
まで来られたのは、社員一人ひとりの努力と経
営陣の支え、そしてお客様や地域の皆様のご理
解とご協力のおかげです」と感謝の言葉を述べ
ました。

昨年度の総括と今後の方針について説明し、一昨年に
策定した標準書をもとに各社で教育活動が進められた
ことや、新人事制度の運用が始まったことを報告しま
した。また、創業60周年記念イベントでは地域の皆
様に喜んでいただけたことへの感謝も述べました。
本年度のスローガンである「選択と集中」について
は、「限られた時間・人・資源の中で、何を選び、
どこに力を注ぐかが重要であり、一人ひとりが主体
性を持って改善に取り組むことが組織の成長につな
がる」と呼びかけるとともに、重点施策として「安
全第一」「人材育成」「安定した市場・利益の獲得」
の3点を掲げました。

発表会の後には懇親会が開かれ、若手社員を中心としたエコライフチームが

企画したゲームを通じて、社員同士の交流を深めました。

また、ポータルハートカード※１を使った抽選会では、日頃の感謝の気持ちを送り合いながら

盛り上がり、会社全体の一体感がさらに高まりました。発表会の後、懇親会が開催されました。

懇親会

※1 社員相互で長所を発見し認め合う風土づくりの一環として社内にて活用しているカード
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中特グループは、多様な社員が持つ可能性や意欲を引き出し、
社会に貢献する人財を育成することを目指しています。
全ての社員とその家族にいつも「幸せ」があるように取り組みます。

今年度も各社で活躍した社員へ個人表彰をおこないました。

懇親会にて賞状と金一封が授与されました。

20年勤続　1名
松村一人

㈱ポータル
ハートサービス

㈱中特ホールディングス
高尾 璃七

中国特殊㈱
山本 成哉

㈱吉本興業
迫田 富矢

㈱リライフ
占部 啓斗

個人表彰
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to the next century

社員と
ともに

入社して初めての社員研修旅行は、神戸・
姫路をめぐる歴史と体験の旅でした。
初日の姫路城では、天守までの階段を
登りながら、仲間と語らう中で自然と会
話が生まれ、絆が深まりました。天守閣
からの景色にも圧倒され、歴史のスケー
ルの大きさを実感しました。須磨シー
ワールドでも、普段見ない魚たちをみて
同期と夢中になって写真を撮ったことを
鮮明に覚えています。阪神淡路大震災
記念館では、災害の記録と人々の復興へ
の歩みから学ぶことが多く、自分の暮ら
しや働き方についても考えさせられま
した。中華街では賑やかな通りを散策し
ながら、同期と中華街でしか買えないも
のを買い歩いたり、いろいろなものを
食べたりしたことが印象に残っています。
旅を通じて、歴史だけでなく「人」との
つながりの大切さを実感できた2日間
でした。

全社員に学びの機会を提供することを目的に業務時間内に設けられた勉強会、中特アカデミーでは、例年通りハラスメント研修や廃棄
物処理法、ISOなどについて学びました。特に改善提案に関する回では例題を元にグループで改善方法を話し合って発表し、実践的な
学びになりました。
また、社員の交流の場として、2024年11月3日(日)に新南陽浄化センターグラウンドにて社内ソフトボール大会を開催しました。
約２０名の社員と家族が参加し、部署を超えて盛り上がりました。

社員研修旅行

アカデミー・教育研修・スポーツ

2024年10月 神戸研修旅行
中国特殊㈱　京面 裕也
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社員同士の交流を促進し、より良いサービスづくりにつなげるために、ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳの掲示板を活用
し、社内コミュニケーションコンテンツの発信を行っています。特に人気が高いのは、新入社員の趣味
や入社のきっかけなどを紹介する「新入社員紹介」です。また、２０２３年１０月から毎月発行している「持ち
帰れる社内報」や、部署間・世代間の対談企画「部署リレー」「中特タイムトラベル企画」などが好評です。

社内コミュニケーションの充実

部署や役職、グループの垣根を越えた交流やコミュニケーションの促進、そしてリフレッシュによる仕事のモチ
ベーション向上を目的として、当グループでは親睦会交流イベントを開催しています。毎年、バス旅行やお花見
など、さまざまなイベントを企画しています。今年度の主な活動としては、2月にはボウリング大会、6月には
ビアガーデンを開催しました。いずれのイベントも複数回、異なる曜日に実施することで多くの社員が参加し、
笑顔と会話があふれる活気に満ちたひとときとなりました。

親睦会

ボウリング大会 ビアガーデン

日　　　時：2025年 6月 28日（土）19時～ 21時
参 加 人 数：62名（親睦会員 45名）
開催の概要：光駅前のホテル松原屋の屋上ビアガーデンに参加

各ゲーム個人戦で
1～ 3位

ブービー賞を表彰

参加者全員に
参加賞を進呈

日　　時：2025年2月15日（土）19時、2025年2月21日（金）19時
参加人数：2/15：25名（親睦会員14名）、2/21：20名（親睦会員19名）
開催の概要：ボウリング2ゲームを実施

中特タイムトラベル
（社員対談）の満足度

社員インタビューの
満足度

CHUTOKU TIMES
（持ち帰れる社内報）の満足度

しごとのひとコマ
（4コマ漫画記事）の満足度

2年間の任期の中で「どんな催しなら社員のみんなが
楽しめるか？」をアンケート結果から検討したことが
きっかけです。寄せられた声を踏まえ、お花見・ビア
ガーデン・バス旅行の開催を決めました。そして誰でも
参加しやすいよう土日どちらでも実施できるボウリング
大会を組み込みました。また、会社全体のイベント開催時期も考慮
しました。
（例：2024年4月 BBQ、2024年6月、広島バス旅行）

●
企
画者

向けインタビュー
●

尾崎さん

各イベント開催を企画したきっかけは？
（どう決めた？）

お菓子などの景品の準備が大変でしたが協力しながら進めま
した。各社の親睦会の担当社員で協力しながら進めたため、あまり
負担なくスムーズに運営することができたと思います。

準備や当日運営で大変だったことは？

イベントだけじゃなく、慶弔関係の制度についても親睦会の担当で
すので、何か良いアイデアがあれば活用していきたいです。

今後親睦会でしていきたいことがあるとすると？

金曜午後での開催は初の試みだったのですが、普段なか
なか参加されていなかった社員の参加があったことが嬉し
かったです。お子さんやご家族にも参加していただき、社員
だけでなく社員のご家族も共に楽しんでいただけて良かった

です。コロナ以降なかなか多くの人が集まるイベントができな
かったこともあり、このように多くの人に参加していただけて、

より嬉しいです。（2024年4月BBQ、2024年6月広島バス旅行）

一番印象に残った瞬間は？

親睦会で仲を深めたことをきっかけにしてグループの垣根を越えて
プライベートでも社員交流があったと耳にしました。

イベント後、社内に変化はありましたか？

81.2% 75.7% 78.4%78.7%
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to the next century

100年へ。
安全衛生・防災はすべてに優先する。

事故災害
ゼロを
めざして

2024年度は5件の不休災害・交通物損事故が発生しました。休業災害
の発生はありません。5件中3件が解体作業、重機作業に関連するもの
であり、危険度が高まっています。  

２０２１年１２月に中特グループ全６社で認定を受けた経済産業省中小企業
庁「連携事業継続力強化計画」をベースに２０２４年度も具体的な活動と見
直しを実施しました。主な活動として、①非常用備蓄品の配布訓練の実
施、②安否確認手順の見直し、③集中豪雨（線状降水帯発生時）の対応手
順作成等を行いました。今後も防災・減災に向けて取り組んでまいります。
   ■ 交通事故物損

■ ケガ災害

■ その他

■ 交通事故人身

■ 公害環境

■ 火災

2020

2021

2022

2023

2024

0 2 4 6 8 10

3
3 2

5

72
3 2

吸引車による吸引作業開始
時にバキュームホースの筒
先に親指がかかったままであ
った為、左腕が吸引された。
左腕のうっ血、打撲。

・作業者の癖（指導不足）
・作業体制の不備
（適切な人員配置、
トラブル時の措置等）
・共同作業者の対応・指示の不備

バックホーを使用してのフレ
コン荷降ろし作業中、フレコ
ンを吊って旋回した際、荷が
振れてバックホーのフロント
ガラス下部と接触。フロント
ガラス破損。

・オペレーターの技量・経験不足
（重機ポジション、地切り、
振れ止め　等）

・作業指揮の不備

解体作業にて、2Fから1Fに
床板を渡す際に手を滑らせて
板が落下、落ちたはずみで1F
作業員にのしかかる形となり
うつ伏せで転倒。頭部打撲。

・雨が降っていたことにより、
手を滑らせた。

・上下作業（作業方法が不適切）
・お互いの声掛けができて
いなかった。

固形産廃の選別作業中、選別
後にコンテナに入れた金属
棒がはみ出していることに気
付かず、顎下に接触。挫創に
よる通院治療。

次の作業に気を取られていた。
（注意力散漫）

解体工事現場での車両通行
用の敷板敷設作業中、鋼鈑を
吊り上げた際のマグネットが
外れ、ユニックに落下。荷台、
フレーム損傷。

・マグネットが外れた原因は不明
（接着面の汚れ、錆、
湿気等による吊上げ能力低下？）

内 容 原 因

1

3

4

5

2

地震（津波）、台風、集中豪雨等の自
然災害に備えて、１００人がいざとい
う場合に３日間過ごすことができる
食料品、飲料等を備蓄しています。
拠点分散した備蓄品の配布訓練や
防災持出用バックの準備等を行い、
万一の事態に備えています。

非常用備蓄品の保管

ＢＣＰ（事業継続力強化計画）事故災害発生状況  

※危険・破損箇所の処置実施後に業務を再開すること

■対策本部・本部長判断　■代行：CSR推進室
連絡
指示

警報解除

■対策本部・本部長判断　■代行：CSR推進室
確認

1.状況確認（人員、施設、器材、車両等）

1.処置・対応

■対策本部・本部長判断　■代行：CSR推進室
指示

実施

警戒レベル③

警戒レベル④

■対策本部・本部長判断　■代行：CSR推進室
原則としてCOIL待機

警戒レベル②
■対策本部・本部長判断　■代行：CSR推進室

集中豪雨（線状降水帯）発生時の対応フロー
BCP対策本部

大雨予報（線状降水帯発生予測）　降水量 100mm/h 以上

大雨注意報、洪水注意報等 発令　線状降水帯発生の可能性あり

大雨警報、洪水警報等 発令　レベル3：高齢者等避難　※線状降水帯発生を伴う

BCP対策本部の設置（本部長判断）
発令・伝達は LINE WORKS、TELにて行う

警戒レベル①
■対策本部・本部長判断　■代行：CSR推進室

1. 通常勤務
2. 浸水・雨漏り対策
3. 車両退避（退避場所：COIL駐車場）
4. 翌日の作業段取り（必要に応じて顧客へ連絡）
5. 翌日の社員出勤の是非判断（自宅待機等）
※事業部長判断

1.帰社、帰宅指示（※事業部長判断）
2.浸水、雨漏り対策
3.車両退避
4.必要に応じて顧客連絡等

■帰宅後の対応：原則自宅待機（居住地域の避難指示に従う）
原則としてCOIL待機

1.帰社・帰宅指示
　※場合によっては会社待機

2.浸水・雨漏り対策
3.車両退避
4.顧客連絡（本部長判断）

安否確認アンケート実施決定後、速や
かに実施（連絡がつかない社員確認）
未回答者フォロー：事務局 ⇒ 部門長

帰宅困難、あるいは
避難するほうが危険と判断した
場合は「会社待機」とする。
①COIL
②中国特殊 2F
③吉本興業 2F事務所
④リライフ 上段事務所
※藤井興業は避難すること

顕著な大雨に関する情報　レベル4：避難指示　※線状降水帯発生中

警報等の解除

退避 または 会社待機
(対策本部・本部長判断)

1.退避・避難、又は会社待機

業務再開（当日再開の場合もあり）

通常業務

各部門

問題なければ対策本部解散

前
日

後
処
理

当
日 

※
休
日
の
場
合
も
同
様
に

可能な
範囲で

必須
アクション

可能な
範囲で

会社
待機場所に
ついて

重要

発令

発令

帰宅
指示

発令
なし

安否確認アンケート実施
（LINE WORKSによる一斉発信）(実施判断：CSR推進室)

報告

報告を受け問題があれば指示
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２０２１年１２月に中特グループ全６社で認定を受けた経済産業省中小企業
庁「連携事業継続力強化計画」をベースに２０２４年度も具体的な活動と見
直しを実施しました。主な活動として、①非常用備蓄品の配布訓練の実
施、②安否確認手順の見直し、③集中豪雨（線状降水帯発生時）の対応手
順作成等を行いました。今後も防災・減災に向けて取り組んでまいります。
   

全社員がスマートフォンを活用し、ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳのアンケート機能を
利用した安否確認訓練を継続して実施しています。３ケ月に１回の頻度
で訓練を行うほか、実際の地震・台風、・豪雨などの災害が発生した
場合にも活用しています。
従来の電話やメールを利用したものと異なり、グループ全員の状況
をリアルタイムで共有でき、短時間で確認が完了する点が大き
なメリットです。運用手順の見直しも随時実施しており、直近では未回
答者への再確認方法や部門長不在の場合の連絡体制などについて
改善を行いました。
今後も内容を精査しながら継続し、実態により則した形で万一の事態
に備えます。

安否確認訓練

全ヒヤリハットの摘出と対策に継続して取り組んでいます。
2024年度グループ合計で1,554件のヒヤリハット事例を報告・共有
し、内容の分析と再発防止策の検討・実施を行いました。
「ヒヤリハットの段階で対処し事故・災害を未然に防止する」ことを
目的に、日々の業務の中で“ヒヤリ”と感じる感性を養うべく活動して
います。
内容は次の通りです。

ヒヤリハット摘出と対策活動

近年、夏場の気温上昇に伴い、熱中症のリスクが高まっています。中特
グループにおいても重点課題のひとつとして、従前より「飲料水や

熱中症対策

塩分」「各種冷却剤の配布」「連
続作業に対する休憩時間の
確保」「朝礼や終礼時の生活習
慣（睡眠、食事、暑熱順化等）に
関する声掛け」等様々な対策
や社員への注意喚起を実施
しています。今夏は各部門に
冷凍庫を設置し、屋外での
作業を終えた社員が身体の
内から冷ますことができるよう
“アイスクリーム”を常備しま
した。好評です。

「安全衛生・防災はすべてに優先する」考えのもと、
事故災害“ゼロ”を目指してグループを挙げて、
各管理者・安全衛生委員を中心として安全衛生防災活動に取り組んでいます。

地震（津波）等発生時の安否確認フロー

確認できず

LINEWORKSによる
回答

確認

確認
＊TEL、伝言ダイヤル他

再確認
（繰り返し）

再確認
（繰り返し）

BCP対策会議へ
報告

＊LINEWORKS、TEL、
IP無線 他

※繋がらない場合は時間をおいて

未回答

回答

確認

確認

確認できず
※部門長への安否確認は事務局より
※各部門の安否確認は各部門長が行う
※部門長との連絡がとれない場合は
　部門の代行者に事務局より伝達
　代行者が代行

■■ 事務局
　　 （不在の場合：安全管理責任者）

■■ 事務局、各部門共通

■■ 各部門、社員

※部門長との連絡がとれない場合は
　部門の代行者に事務局より伝達
　代行者が代行

ＢＣＰ対策会議
立上げ

安否確認
発信

本部長
（安全衛生委員長）

連絡

＊BCP対策会議
指示による

集計

LINEWORKS利用 可LINEWORKS利用 不可

災害発生

事故災害の型別分類
墜落・転落
転倒
激突
飛来落下
挟まれ・巻き込まれ
切れこすれ
有害物質の接触
交通事故（他者原因）
交通事故（自己原因）
その他

44
177
211
77
30
33
60
306
97
666

管理・設備上の要因 手順書の不備、習得不足
設備上の不備
作業段取りの不備
指示命令の不備
保護具工具等の不備
不安全行為・状態（他者）
不安全行為・状態（自分）
作業教育訓練不足
天気・日照・気候等
その他

23
55
54
16
58
493
339
66
131
449
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to the next century

事故災害
ゼロを
めざして

事故・災害を撲滅する為の手段のひとつとして、リスクアセスメント
活動を継続して取り組んでいます。
グループ各社毎の作業における危険源に対してリスクを見直し、
①更なるリスク低減の手段・方法はないか？②新たな危険源はないか？
をメンバーで検討し、安全レベルの向上を図ります。
参加者はリスクアセスメント講習修了者並びに管理者を中心に、社員
全員参加としています。同時に2023年度からは、各社・各部門から
選出された化学物質管理者を中心に、化学物質取扱いに関するリスク
アセスメントにも取り組んでいます。

リスクアセスメント活動

中特グループの現業部門では月1回以上“ＪＢＫ（事故撲滅研修）”を
実施しています。
自部門で起こった事故のみならず他社・他部門で起こった事故を題材
にケーススタデイや認識度テストなどを行うことで、意識を高め、社員
全員で文字通り“事故撲滅”を目指します。
尚、それらの研修の中でも活用されているのが“なぜなぜ分析”です。
発生事象をもとに一次要因から三次要因（真因）を掘り下げることに
よって、有効な対策を導き出すことができるこの手法を使い、類似の
事故・災害の防止に繋げることができます。中特グループでは、事故・
災害や重大なヒヤリハットが発生した場合に速やかに“なぜなぜ分析”
を行います。

JBK(事故撲滅研修）＆なぜなぜ分析

現業部門に対し、１回/月の安全相互パトロールを実施しています。
環境安全衛生委員会の委員を中心に、多数の社員が参加することで、
当該部門が気付いていない問題点、作業に潜む危険リスクやＧｏｏｄ
ポイント等を気付きとして共有しています。

安全相互パトロール＆
産業医職場巡視

■安全相互パトロール

人的状況及び環境要因
よく見えなかった
気づかなかった
見落とした
安易に考えた
急所に気づかなかった
あわてた
体のバランスを崩した
手順を無視した
疲れていた
その他

107
246
122
316
70
292
90
21
52
435

部門別提出状況

中特HD
中国特殊
藤井興業
吉本興業
ＰＨＳ
リライフ

64
292
33
663
414
88
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各種訓練

毎月１回開催される“環境安全衛生委員会”に併せて、産業医による
職場巡視を実施しています。照度・換気・作業環境・粉塵など専門家の
視点で指摘いただき、改善を図っています。

■産業医職場巡視

㈱中特ホールディングス本社
（ＣＯＩＬ）は不特定多数の方が利
用されるため、「特定防火対象物」
となっており、防火管理者の選任
と消防訓練の実施が義務付けら
れています。
これに伴い、６月13日（金）に消防
訓練を実施し、水消火器の操作
訓練や排煙設備の操作方法およ
び消防署をはじめとする関係各
所への連絡方法の確認等を行い
ました。
今後も社員以外の方の誘導訓練
等、様々な事態を想定した訓練を
実施してまいります。

業務遂行における技術・技能向上
および部門間の連携維持の為の
訓練を適宜実施しています。
2025年6月には、中国特殊㈱構内
に下水管維持管理用訓練施設を
設置しました。

■消防訓練

中特グループでは各社共通又は特定作業における17の緊急事態を
想定し、1回／年以上の緊急事態想定訓練を実施しています。

■緊急事態想定訓練

■技術・技能向上訓練

中特グループでは多種多様な車両を８０台以上保有し、多岐に亘る
業務を日々行っています。街中や狭隘部での運転も多いことから、
使用する車両の特性を把握し、作業現場での事故を防止する為、定期
的に車両誘導訓練を実施しています。
訓練では、誘導員が見るべきポイント、誘導員の立ち位置、声の大きさ
等、細かな部分まで確認し、参加者全員で共有します。

■車両誘導訓練

昨今の地球規模での大規模な地震（津波）の発生や気候変動による
局所的な豪雨での浸水や冠水に備え、中特グループでは様々な避難
訓練のマニュアルを作成し、グループ各社毎に避難訓練を実施して
います。
今年度は「１００㎜/hを超える集中豪雨（線状降水帯）発生時」の対応
フロー」を作成し、災害発生時のレベル命令、役割分担等の動きを明確
にしました。
１回／年の避難訓練により、①身を守る行動、②災害発生時の指定
場所への避難行動、③安否確認、
④災害後の早期復旧に向けた車両
退避等の動きを確認しました。訓練
を繰り返すことにより、いざという
時に速やかに“生命を守る行動”が
とれるようにするため、今後も継続し
てまいります。

■災害発生時の避難訓練

緊急事態特定一覧

■酸素欠乏・硫化水素中毒
■有機溶剤中毒
■苛性ソーダ保管、使用時の漏れ
■硫酸・苛性ソーダ保管、
　使用時の漏れ
■パッカー車両火災
■希塩酸保管、使用時の漏れ
■改質施設での転落、巻き込まれ
■中特ＨＤ本社社屋火災

■地震（津波）、豪雨災害発生
■熱中症
■自家スタンド軽油受入時の漏洩
■自家スタンド給油時の漏洩
■廃棄物の飛散、漏洩
■重機のホース破損、作動油洩れ
■排水異常
■保管汚泥の敷地外への流出
■汚泥（汚水）流出
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周南労働衛生
コンサルタント事務所

医学博士
労働衛生コンサルタント（保健衛生）
代表　山本真二

第三者意見

　
私
は
、
2
0
2
1
年
2
月
よ
り
中
特
グ
ル
ー
プ

の
嘱
託
産
業
医
（
以
後
産
業
医
）
を
務
め
て
お
り

ま
す
。
産
業
医
と
は
事
業
所
で
働
く
従
業
員
の
健

康
の
保
持
増
進
と
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る
産
業
保
健
の
専
門
家（
医
師
）

で
す
。
月
1
回
事
業
所
を
訪
問
し
、
職
場
巡
視
、

安
全
衛
生
委
員
会
へ
の
出
席
、
従
業
員
の
健
康
診

断
結
果
を
チ
ェ
ッ
ク
し
就
業
上
の
措
置
の
記
載
、

高
ス
ト
レ
ス
者
か
ら
の
申
出
に
よ
る
面
接
、
健
康

に
関
す
る
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は

産
業
保
健
の
専
門
家
の
立
場
と
し
て
意
見
を
述
べ

ま
す
。
な
お
、
こ
の
原
稿
依
頼
を
受
け
て
、
改
め

て
C
S
R（
C
o
r
p
o
r
a
t
e 

S
o
c
i
a
l 

R
e
s
p
o
n
s
i
b
i
l
i
t
y
：
企
業
の
社
会

的
責
任
）
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
厚
生
労
働

省
の
資
料
で
は
「
企
業
活
動
に
お
い
て
、
社
会
的

公
正
や
環
境
な
ど
へ
の
配
慮
を
組
み
込
み
、
従
業

員
、
投
資
家
、
地
域
社
会
な
ど
の
利
害
関
係
者
に

対
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
と
と
も
に
、
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
考
え
方
」

と
あ
り
ま
す
。
産
業
保
健
は
事
業
所
で
働
く
従
業

員
の
健
康
の
保
持
増
進
に
加
え
快
適
な
職
場
環
境

（
長
時
間
労
働
が
無
く
、
い
き
い
き
と
働
く
こ
と

が
で
き
る
）
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
広
義
で
は

C
S
R
活
動
の
中
に
産
業
保
健
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
中
特
グ
ル
ー
プ
が
年
1
回
発
行
し
て
い
る

「
T
h
i
n
k 

o
f 

N
e
x
t
」
と
表
題
し
た

3
0
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
C
S
R
報
告
書
を
拝
見
し

て
、
ま
ず
中
特
グ
ル
ー
プ
の
C
S
R
活
動
へ
の
熱

意
が
感
じ
と
れ
ま
す
。
次
に
C
S
R
報
告
書

（
V
o
l
.
1
2 

2
0
2
4
）
の
内
容
で
す
。
巻

頭
は
新
し
く
な
っ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
始
ま
り
企
業

理
念
や
各
社
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
7
つ
の
中
核
課
題
が

目
次
と
と
も
に
す
っ
き
り
配
置
さ
れ
て
お
り
、
全

体
像
が
掴
み
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。
特
集
（
座

談
会
）、
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
次
い
で
N
E
X
T 

1
0 

T
a
r
g
e
t
s
で
は
私
の
専
門
で
あ
る
産
業

保
健
に
関
す
る
テ
ー
マ
（
具
体
的
に
は
働
き
方
、

健
康
増
進
活
動
の
推
進
、
社
員
幸
福
度
な
ど
）

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
社
員
幸
福

度
の
中
で
仕
事
満
足
度
は
7
0
％
の
人
が
満
足
・

ま
あ
満
足
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
逆
に
3
0
％
の

人
は
や
や
不
満
足・不
満
足
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
と
い
っ
た
視
点
か
ら
は

ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。環
境
、

地
域
社
会
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
社
員
に
関
す

る
内
容
も
豊
富
で
あ
り
、
よ
く
出
来
た
C
S
R

報
告
書
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
こ
か
ら
私
の
提
言
を
申
し
上
げ
ま

す
。
冒
頭
に
産
業
保
健
の
目
的
を
書
き
ま
し
た

が
、
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
内
容
が
新
た
に
加
わ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
①
健
康
の
保

持
増
進
に
関
し
て
、
例
え
ば
健
康
診
断
の
結
果
を

集
計
し
て
従
業
員
の
健
康
度
の
見
え
る
化
、②
ス

ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
結
果
お
よ
び
集
団
分
析
結
果
の

見
え
る
化
な
ど
で
す
。
従
業
員
の
心
身
の
健
康
が

企
業
経
営
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
在
の
中

特
グ
ル
ー
プ
の
心
身
の
健
康
度
の
見
え
る
化
に

よ
っ
て
、一人一人
が
自
分
の
健
康
度
に
向
き
合
い

自
発
的
に
健
康
度
を
上
げ
る
取
組
や
行
動
を
起

こ
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
長

時
間
労
働
に
よ
る
脳
・
心
臓
疾
患
を
発
症
す
る

労
働
者
に
加
え
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
よ

る
精
神
疾
患
の
発
症
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
精

神
障
害
と
し
て
労
災
認
定
さ
れ
た
事
案
で
、
も
っ

と
も
多
か
っ
た
の
は
「
上
司
等
か
ら
、
身
体
的
攻

撃
、
精
神
的
攻
撃
等
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

受
け
た
」
で
し
た
。
加
え
て
「
顧
客
や
取
引
先
、

施
設
利
用
者
等
か
ら
著
し
い
迷
惑
行
為
を
受
け

た
」
い
わ
ゆ
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
従
業
員
を
取
巻
く

環
境
の
変
化
に
対
し
て
毎
年
内
容
の
異
な
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
研
修
、
相
談
し
や
す
い
相
談
窓
口
の
設

置
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
へ
の
気

づ
き
を
促
す
こ
と
な
ど
が
と
て
も
大
切
で
す
。
最

後
に
健
康
経
営
認
定
企
業
と
し
て
、一人一人
が
健

康
意
識
を
さ
ら
に
高
め
、
仲
間
を
大
切
に
し
、
い

き
い
き
と
働
け
る
職
場
を
目
指
し
て
今
後
と
も
成

長
し
続
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

第三者意見を受けて

ご多忙にも拘わらず、ご意見を賜りましてありがとうございます。
山本先生には、安全衛生委員会や職場巡視を通じて、グループ全体の快適な職場環境づくりに欠かせない
「正しい知識と情報」をご教示いただき、深く感謝申し上げます。　
ご指摘いただきました心身の健康度の見える化につきましては、ご指導のもと鋭意取り組んでまいります。
これにより、社員一人ひとりがいきいきと働ける職場の実現を目指してまいります。　
今後ともご指導のほどよろしくお願いいたします。

ＣＳＲ推進室　岩﨑 達美
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公正な事業と組織運営のために

経営執行組織図

S S 会 議 役 員 会 議

ワクワク会 議 部 長 会 議

チャレンジ会議 目標進捗会議

設　立
代表者
資本金
社　員
事業内容

未来創造部

総務管理部

C S 営 業 部

購 買 部

C S R 推 進 室

平成24年4月
橋本ふくみ
3,000万円
24名
中特グループ各社の経営
企画・総務・営業・環境
安全に関する業務

エコ事業部
■eクリーングループ
■HOSグループ
■マネジメントグループ

■SBグループ

SB戦略室

中国特殊㈱

㈱中特ホールディングス

昭和41年2月

吉本龍太郎

2,000万円

33名

一般廃棄物収集運搬業
産業廃棄物収集運搬業
下水道維持管理業、建設業
解体業、浄化槽保守点検業

環境事業部
■スマイルグループ
■マネジメントグループ

㈱吉本興業 昭和41年2月

吉本妙子

1,000万円

22名

一般廃棄物収集運搬業
産業廃棄物収集運搬業

代表者

設　立

資本金

社　員

事業内容

代表者

設　立

資本金

社　員

事業内容

代表者

設　立

資本金

社　員

事業内容

㈱藤井興業 平成5年4月

大山　隆

1,000万円

5名

一般廃棄物収集運搬業
産業廃棄物収集運搬業
貯水槽清掃業、
浄化槽保守点検業

リサイクル事業部
■リサイクルグループ
■再資源化グループ
■マネジメントグループ

㈱リライフ 平成元年2月

橋本ふくみ

9,500万円

26名

産業廃棄物収集運搬業
産業廃棄物処分業、
リサイクル事業

宇部営業所

㈱ポータル
ハートサービス

平成30年8月

篠田直美

1,000万円

14名

遺品整理事業・各種片付けエコライフチーム

環境安全衛生委員会

品質管理委員会

改善提案委員会

代表者

設　立

資本金

社　員

事業内容

代表者

設　立

資本金

社　員

事業内容



［宇部営業所］
〒755-0045 山口県宇部市則貞2-11-1-208

アンケートは
こちらから




